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　一枝地区は自然、文化財、「医衣食住」などの環境に恵まれた住みやすい閑静な住宅街です。
　一枝地区社会福祉協議会は、昭和43年７月の結成から55周年を迎え、「みんなが安心して暮らせる」、
「支えあい、ハートフル」な「笑顔あふれる」地域となるよう社会福祉活動を進めております。
　第三次計画では、高齢化、少子化が進む社会の中で、将来のまちの姿を描きつつ、関係団体と連携しなが
ら、向う５年間の地域社会福祉活動計画を策定し推進していきます。

一枝地区社会福祉協議会
小地域福祉活動第三次計画

概要版
あったかプランあったかプラン一枝地区の一枝地区の

2024～2028年

一枝地区の皆様へ



「一枝・西一枝」に加え、
「いきいき一枝」
「体操で元気」
「一枝ウォーキング」
「一枝ミニサロン」
を増設しました。

あったかサロン
メニュー充実

あったかサロン

一枝ウォーキング体操で元気

買い物支援

「移動販売」による
高齢者買い物支援

合同会社「GOYO」

気軽
に集
える居場所づくり

地域の活動力

見守り活動
強化

第二次計画では、「自助・共助による一枝笑顔の再発見」を基本理念に、以下の基本目標と重点
実施項目を定め取り組んで来ました。

「見守り活動による孤立化の防止」、「あったかサロン」の増設、移動販売運営者との連携
による「買い物支援」の充実など、相応の成果もあったものの、この５年間の大半は新型コロナ感染症
による影響で、さまざまな活動が停滞する状況に置かれました。取り扱いが第５類となった以降、徐々
に活動も戻りつつありますが、十分とは言えない状況です。

❶「高齢化・少子化」が進む中で「人と人がふれあう機会の希薄化」と「孤立化の進行」
❷「地域の社会福祉を担う後継者の確保」…「民生委員・児童委員、福祉協力員」の後継者確保
❸「特殊詐欺」の増加等の社会環境の変化…「被害防止のための啓発活動」
❹「自然災害等の有事の際の対応力強化」…「豪雨、地震等の安否確認・避難誘導など」

第二次計画「2019年～2023年」の活動のあゆみ

第二次計画（５年間）の成果と課題

地域の活動力を高めよう
重点実施項目：「地域の見守り体制の強化」

住民同士のつながりで、地域の暮らしを支え合おう
重点実施項目：「気軽に集える居場所づくり」

地域の安心・安全を守ろう
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第二次計画での成果と課題などを踏まえ、第三次計画では関係機関や団体、地域と連携し、３つの目標
達成に向け、４つの重点実施項目を基軸に８つの項目に取り組みながら、福祉の充実した「明る
く・笑顔あふれる・支えあう」まちづくりを進めます。　

第三次計画「2024年～2028年」の活動

第三次計画（５年間）の体系

❶【重点１】地域の見守り活動の強化
・「支え合いマップ」定期見直しと活用、高齢者見守り活動強化
❷【重点２】次世代福祉活動者の人財確保
・「福祉協力員」の育成と確保（活動PR、自治会・団体と連携）
❸ふれあいネットワーク連絡調整会議の活性化
　・活動力向上のための会議体・内容の見直し
❹広報・啓発の強化
・「社協だより」の充実、防犯福祉情報（チラシなど）の発信強化

❺【重点３】サロン活動の活性化
　・広報・声掛け強化による「あったかサロン」参加者UP
　・サロンメニューの充実（フレイル防止、次世代者との交流など）
❻【重点４】高齢者等の福祉弱者への生活支援
　・「移動販売等の買い物支援」の強化
　・「生活困り事支援」体制強化
　・ボランティアセンター等、「行政サービス」活用促進
　　シルバーひまわり送迎サービス、腕自慢おまかせサービスなど
❼世代間地域交流行事への参画
　・敬老会、餅つき大会、ふれあい昼食会
　・ふれあい祭り、健康まつりなど

❽防犯・防災活動の強化
　・「特殊詐欺」被害防止のための啓蒙活動の強化
　　チラシ配布、防犯マップの周知、講演会など
　・「防犯パトロール」の参加促進
　　小学校、PTA、青少年育成会、青少年補導員等との連携
　・有事の際の地域対応力強化
　　関係機関・団体との連携による防災・避難訓練の実施
　　防災マップの周知、講演会など
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◆第三次計画の期間
　2024年度（令和６年度）～2028年度までの５ヵ年とする。
　ただし、計画期間中、社会や地域を取り巻く状況に大きな変化があれば、都度見直しを行う。

◆第三次計画の推進体制と進行管理
　計画の実施にあたり、多様な関係団体・機関との連携、協働により実行する。
　計画の進行は、策定委員が進行委員として、進行管理を行っていく。

◆第三次計画策定委員

● 一枝まちづくり協議会
● 一枝地区民生委員児童委員協議会
● 東一枝自治会、西一枝自治会
● 一枝地区老人クラブ連合会（一枝地区長寿会）
● 社会福祉施設
 　(プロムナードとばた、中井総合ケア「心暖」)
● 一枝市民センター
● 一枝小学校
● 中原中学校
● 明治学園

● 一枝学童クラブ
● 戸畑土取郵便局
● マルショク一枝店
● サンキュードラッグ一枝店
● 戸畑区役所
● 戸畑区社会福祉協議会
● 北九州市社会福祉協議会ボランティ
アセンター

● 合同会社「GOYO」

第三次計画を進めるため連携や協力をする団体・機関

みのん

水場　茂幸
福本　英昭
堀渕　　正
坂本　三夫
山田　善則
赤迫由美子
河野　隆範
土田トシヱ

田中スミエ
林田　京子
岡崎　敬子
下村　方子
上野　芳枝
小畑由紀子
日向　恭浩
木岡　時子

福本　典子
黒木　千春
佐藤　和子
藤谷　　真
米原　昌三
中村　幸子
阪田　正喜
松本　　茂

明石　卓也
守田　麻美
吉武　義明
佐藤　　実
和田　一哉
小田﨑正典
和田　和美
（以上、31名）

策定委員会の様子

〒804-0062
北九州市戸畑区一枝１丁目８-１
一枝市民センター内
TEL・FAX（093）881-1029

一枝地区社会福祉協議会
会 長　水 場 茂 幸

大募集
してます。

一枝地区社協では、サロンのお手
伝いや見守りなど、一緒に地域の
社会福祉活動に参加していただ
ける方を募集しています！

北九州市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

「プチボサウルス」

◆第三次計画策定委員会の開催実績

回
１
２
３

人数
30
20
20

開催日
2024年１月19日
2024年２月16日
2024年３月15日

主な協議事項
第二次計画の評価、課題整理
第三次計画の理念、目標、実施項目の選定
重点実施項目等の取り組み方法など

※2023年度（令和５年度）は、上記の策定委員会のほか、役員会を５回開催。
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